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研究要旨 
 本研究とは異なるが、直腸癌術後補助放射線療法の安全性を retrospective に検討

した。対象 34 例。18 例（24 件）、52.9%に合併症を認めた。感染症群：9件（37.5%）、
腸管障害群：12 件（50.0％）、リンパ管障害群：3 件（12.5％）。合併症治癒率は全体
で 16 例（66.7%）であり、感染症群、リンパ管障害群、複数群、晩期合併症群で治癒

率が低かった。放射線療法は、非治癒のまま経過するものも少なくなく、また晩期発
症も多く、慎重な経過観察が必要である。 

 
 

Ａ．研究目的 

本研究では、新規化学放射線療法の確立を目指
しているが、放射線療法の安全性について検討し
た。 

（本研究とは対象が異なるが、具体的には直腸癌
術後補助放射線療法の安全性を retrospective に
検討した。） 

 
Ｂ．研究方法 
1975 年から 2005 年 12 月までの 30 年間で、

fStageIIIb 直腸癌切除症例のうち術後、全骨盤照
射を施行した 31 症例、術中照射 3症例。合併症を
種類、個数、発症時期、対応方法の観点から評価。

（1）会陰感染、骨盤死腔炎、膀胱炎などの感染症
群と下痢、腸閉塞、腸穿孔などの腸管障害群と下
肢浮腫のリンパ管障害群。（2）合併症が 1 件の単

独群と異時性発症も含む合併症が 2 件以上の複数
群。（3）照射開始後 6 か月未満に発症の早期合併
症群と 6 か月以上に発症の晩期合併症群。（4）保

存的経過観察群と外科処置群。 
 
（倫理面への配慮） 

本試験に関係するすべての研究者はヘルシンキ
宣言および「臨床研究に関する倫理指針」（平成
16 年厚生労働省告示第 459 号）に従って本試験を

実施する。 
 
Ｃ．研究結果 

（1）18 例（24 件）、52.9%に合併症を認めた。 
（2）感染症群：9 件（37.5%）、腸管障害群：12
件（50.0％）、リンパ管障害群：3 件（12.5％）、

具体的には会陰・骨盤死腔感染：7 例、難治性膀

胱炎：1例、仙骨融解：1例、腸閉塞：6例、下痢：

4例、小腸穿孔：1例、膀胱小腸廔：1 例、下肢浮
腫：3例。 
（3）単独群：14 例（77.8%）、複数群：4例（22.2%）。 

（4）早期合併症群：13 件、54.2%、晩期合併症群：
11 件、45.8%。10 年以上経て発症した症例を 6件
認めました。最長 17.1 年で発症。 

（5）保存的経過観察群：18 件（75.0%）、外科処
置群：6件（25.0%）。 
 

Ｄ．考察 
合併症治癒率は全体で 16 例（66.7%）であり、感
染症群、腸管障害群、リンパ管障害群は 44.4%、

91.7%、33.3%であり、単独群、複数群は 92.9%、
50.0%、早期合併症群、晩期合併症群は 84.6%、
45.4%、保存的経過観察群、外科処置群は 61.1%、

83.3%であり、統計学的に有意ではないが、感染症
群、リンパ管障害群、複数群、晩期合併症群で治
癒率が低い。 

 
Ｅ．結論 
放射線療法は、非治癒のまま経過するものも少な

くなく、また晩期発症も多く、慎重な経過観察が
必要である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 

なし 
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